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 ゴムの可塑性流れの温度係数を測定 したが,此 の時 も或濫度範囲では液艦 に於 け るAnd-

radeの 式が適合する,                     。

 即 ち流動度g(C.G。S)軍 位即 ちRhの は

          E

   l・gq=A-一 一tYtj3RT (1)

とな ろ・60℃ 以 下 で は す れ るが,60～100℃ で は よ く適合 す る.そ して こ こに興 味 が あ る の は

種 々の 素 練 度 の ゴ ムの 直 線 が 或 温 度(125℃)で 全 部 一 鮎 に交 る こ とで あ る.こ れ は外 挿 したの

で 爾 實 験 を要 す るが,こ の 鮎 で 全 部一 様 の流 動 憂 とな り,こ の 鮎 を境 と し流 動 度 の 順 位 は逆 に

か わ る こ とに な る.
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第 こ 圖

この事 は結 局(1)式 のE(eaJ/}nol)とAの 開 に直 線 關 係 の あ る事 を示 す もの で

   1{】=1820A十5200

が 得 られ た・之 を他 の合 成 ゴ ムや 又Ilouwil1Kの 合 成 樹 脂 の デ ー タ ー(1)よ りE, Aを 調 べ て み る
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と系 統 が同 一 で な い もの を一 緒 に して もEとAは 大 胆 直 線 開 係 が あ るの で は な い か と 思 わ れ

る.

 EとAが 直 線 凋 係 に あ るの は各 々が重 含度 の亟1敗で あ り,實1解ogZ(Zは カ'ボ ン数)と 直 線

關 係 に あ る事 が 判 つ たの で その 爲 で あ る.即 ち この 試料 の 溶 液 粘 度 よ り重 含度 を 求 め!(レgzと

A,Eを 鮎 畷 す る と次 の 直 線 粥係 が得 られ た.

   E=12380010gZ-433600

   A=6810gZ--241

これ よ り次 の通 りとな る.

   11】=1820A,→ 5200

此 の關 係 は液 艦 父は 他 の 熔 融 粘度 の時 に も見 られ るめ で あつ て パ ラ フィ ン(2),ル テ エ ウ ム 隅 媒

に よ る高 巫 査 戊 パ ラ フ ィ ン(3),イ ソパ ラソ ィ ン(-1),ポ リ土 ス テ ・レ(5)のデr-'ク ー よ りlqZと の 開

係 を求 めで み る と火 鰹 直 線 とな る.最 近1如1康 義 氏(り、Z). ・」{ t)イ リブチ レ ンで この 開 係 の あ る事

を指 摘 され アこ.又L三nl{eσ)に よ る とアノt ll- ]1.パラソ ィ ン, h一パ ラ フnン の 蕩i・1はZと 直 線IS,1,」

係 に あ る。 これ を 第2岡 に示 しブこ.

 これ に よ る とLく)gZとji～に 人,Eぱ 直線 灼 に精 加 す る.ポ リ エ ス テ ル で はEは 一 定 で.～・が 直線 的

に下 るが 之 はEy玉 ・ingの 云 う如 くセ グ メ ン1・を作 る ピUよ 逆 に減 少 す る もの と思 わ れ るが 之 は

HyTln9の 粘 度 式 に よ り理 解 され る.〔s)以 上 の糸1㌃果 よbみ る と ゴムの1・∫璽 性 流 れ1よ他 の液 艦 粘

度 で セ グ メ シ トを生 じて い な い 場 含 と類 似の 關 係 がct')るがEも.Nも 共 に傾 斜 が 極 め℃ 大 き い 事

力{牛llる.                                        ・
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 父この結果他の液髄の粘度,熔 融粘度にても前述の晦 界鮎力二あるがこれもゴムとは異 り極め

て高い所になる.

男ムの脚 ㎜ 己れに一b- Wる1㍉A畝 きい骸 び抽1…z副 剛 倣 きい事1工恥i11・ の粘
度 式 のviseous floxvのv(》lmneλ2λ3λ とZと の 「淘係 に鯨 して 考 え る事 も可 能 で あ り叉 ゴ ム の

流 動 に 於 け るび剃生的 性 質 よ り網 朕 か らみ あい によ る分子 の 切 斯等 の 野a象 も考 え られ る.こ れ ら

の理 論 的湾 察 は次 の"lk libにの べ た い,術 本 研 究 は交 部 省 科 學 研:究費1二 よつ た.
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       ゴ ム の 膨 潤 に 關 す ろ 研 究

        策2報 膨 潤 塵 の 測 定 及 び そ の 理 論 的 考 察

            ≧ 古 川 淳 二 ・岩 崎 忠 雄

 生 ゴ ムの 膨 潤 塗Pと ゴ ム濃 度Cと の 隅 に はPosnjIミkの 實 験 式(1)が あ る・(Koll. chem。 Bei

heft,3,443,19213ぐStalnberger, Kol1-Z.,53,90,1930)

       P=PoCk  (1)

 叉理 。倫的 に は滲 透 鷹 の 延 長 と考 えたSehul.zの 式 が あ る.(Z. phys. Chem. A,158,237,

1932)即 ちv之mtHoffの 滲 透 堅 の式 に 溶 質 の 容積 補 正Sを 考 え(2)式 を導 い た が,こ の ときSは

Pと 共 に攣 り(1)と 同 形の(3)式 な る實 験 式 が あb,こ こでsコ1/cと む く と膨 潤 の 場r† とな りkと

ンとは 同一 とな る事 もの べ て い る.

          C   RT

       P=1_CSM (2)

       1)=k9-v (3)

 筆者 は容 積補 正Sが 攣 る事 の 理Iliに 乏 しい事 よ りこれ を 一一定 と して 乾 燥 ゴ ム の容 積V。 を補Ili

したが その代 り負 瞳r。を補 正 して(4)式 が實 験 に よ くあ て は ま る事 を見 出 しナこ.

       P・=k・マ㌔r・(斗)・ はゴ切 輯

 負 墜r。は氣 艦 のv:lll der Wa而 の式 の璽 力 補 正 の如 き もの で あ るが この と きは 濃 度 に よ})

攣 らす 一定 で,ゴ ムの か らみ あ いや縞 朕結 合 に よ る膨1閏抵抗 と もゆ うべ き もの で あ ら う.叉 第

1項 は起 膨 潤 力 と もゆ うべ き もの で 溶 質 と溶 剤 の罰 σ)糸ll含力 の函 敗で あ るが これ を溶 質 の熱 運

動 に よ る もの と も考 へ る見 方 も川來 るわ けで この と きは(5)式 の如 くな る.し か しMは ゴ ム分

子 の 分 子 量 で な く熱 蓮 動 部 分め 軍 位 の大 さ(1極 レ、)セグ メ ン ト)を 考 へ ね ば な らの.

       ・「 ぞマr・」1←-D (5)
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